
賀
滞
の
三
百
石
を
併
せ
て
六
百
石
を
受
け
て
ゐ
た
。

夫
人
の
逝
去
後
十
兵
衛
向
止
り
仕
へ
、
之
よ
り
三
代

の
十
兵
衛
が
寛
文
七
年
自
刃
す
る
に
京
っ
て
割
問
炊
し

た。
サ
ハ
ハ
シ
ヒ
ョ
ウ
ダ
ユ
ウ

渓
傭
兵
太
夫

入
丈

島
に
抗
さ
れ
た
宇
喜
多
秀
家
に
二
人
の
男
児
が
あ

り
、
そ
の
次
男
の
乳
母
も
之
に
伴
う
て
神
田
携
し
た
。

こ
の
乳
母
の
子
が
部
総
兵
太
夫
で
、
秀
家
夫
人
か
ら

前
同
利
常
に
印
刷
う
て
、
二
百
石
を
協
は
っ
て
ゐ
た
。

後
兵
太
夫
母
に
逢
ひ
叉
故
君
を
も
間
ふ
鈴
、
侯
に
般

を
願
う
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
脱
走
し
て
常

診
坊
と
蹴

L
、
江
戸
に
出
で
、
開
老
土
井
利
勝
に
目

安
を
上
っ
た
が
、
十
曲
師
年
を
経
て
も
筒
許
さ
れ
ず
、

迭
に
利
肪
の
計
ら
ひ
で
、
前
同
家
か
ら
年
々
必
製
品

を
八
丈
島
に
附
ら
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

有
保
武
貞
の
古
兵
続
捜
議
集
児
紋
の
越
で
あ
る
。
室

初
出
悼
の
駿
鈍
矧
話
で
は
、
元
利
の
頃
将
軍
上
治
し
て

こ
係
械
に
入
ら
ん
と
す
る
降
、
兵
太
夫
が
訴
献
を
上

っ
た
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
後
積
髭
し
て
亦
利
協
の

臓
を
承
け
、
子
兵
太
夫
の
時
政
心
的
肥
炊
し
た
と
い

‘中。
ザ
ハ
ム
ラ
ゲ
ン
ジ

還
村
源
次

」
イ
シ
グ
ロ
グ

y
ジ
石
黒
源
次
。

ザ
ハ
ム
ラ
ジ
ン
エ
モ
ン

還
村
甚
右
衛
門

佐
藤

伊
右
衛
門
の
孫
で
、
担仲村
甚
兵
衛
の
子
。

箆
安
元
年

前
回
利
治
の
御
射
手
と
な
り
、
三
年
俸
百
石
外
に
料

五
十
石
を
受
け
、
延
費
二
年
頭
。
子
孫
相
繕
い
で
柑
聞

に
仕
へ
る
。

ザ
ハ
ヤ
=
ザ
Z

モ
ン

還
展
仁
左
衛
門

江
沼
郡

庄
の
人
。
庄
は
元
肢
の
頃
院
に
一
市
街
の
拡
を
な
し、

紛
を
織
る
を
以
て
染
と
す
る
所
で
あ
っ
た
。
延
享
年

間
に
及
び
仁
左
衛
門
居
を
大
聖
寺
に
移
し、

大
に
新

梁
を
輿
さ
ん
と
欲
L
、
共
の
訟
を
戸
々
の
知
女
に
偲

サ
八
1

サ
ム

へ
、
叉
自
ら
販
絡
を
一
一
足
闘
に
闘
い
た
。
凶
っ
て
滞
中
山

は
仁
左
衛
門
の
功
を
認
貸
し
、
許
す
に
紛
顕
の
抑
制
を

以
て
し
た
。
爾
来
大
器
寺
の
刷
出
紛
愈
蛾
大
に
趣
き
、

本
部
の
宅
裂
物
産
と
な
っ
た
。

ザ
ハ
ヲ
カ
チ
ユ
ウ
ベ
イ

還
阜
忠
平

匪
石
と
蹴

L
‘
錨
律
尼
v
耐
の
人
。
永
旧
疏
彫
刻
の
名
手
で
あ

っ
た
。
し
か
し
安
永
八
年
正
月
十
三
日
仰
阜
忠
平
削

工
を
巧
み
に
す
る
を
以
て
、
御
大
工
加
に
召
抱
へ
、

五
人
扶
持
を
給
し
た
時
に
は
、
御
凶
出
生
浪
人
と
な

っ
て
ゐ
る
。
夜
年
は
訴
か
で
な
い
。

サ
ピ
ヤ
ヤ
マ
さ
ぴ
宇
山

鼠
荒
川
州
浦
上
の
う
ち

尺
J
他
の
郎
wm
西
方
に
在
る
山
。
お
さ
三
四
二
米
。
地

質
第
三
紀
日
町
。

サ
ピ
ヤ
ヤ
マ
佐
比
野
山

政
軍
部
上
黒
川
の
西

南
に
在
る
山
。
お
さ
三
八
八
米
。
地
質
第
三
紀
日
目
。

サ
フ
ヤ
ド
ウ
吉
ふ
や
愛

鹿
島
加
水
自
に
あ
る
。

能
R
R
誌
に
、『小
竹
村
よ
り
久
江
村
へ
行
〈
往
来
に
、

さ
ふ
や
堂
と
て
地
獄
堂
あ
り
。
此
所
よ
り
西
街
道
へ

行
〈
道
あ
り
。
音
此
所
ま
で
入
海
に
て
あ
り

L
放

に
、
今
も
砂
地
に
て
滋
訟
の
如
き
地
面
也
。
古
戦
鑓

に
て
、
い
ろ
/
¥
怪
異
あ
り
し
般
に
建
て
た
る
地
獄

也。
』
と
閉
す
る
。

同
市
悶
該
問
、才
気
敏
挺
hu

東
方
市
な
ど
L
変
。
深
〈
、

隠
肢
の
後
駄
を
跡
じ
て
除
生
を
融
市

L
ん
だ
。
そ
の
獄

集
を
竹
屋
辿
草
と
い
ひ
、
説
永
四
年
子
政
援
之
を
刻

し
た
。ザ

プ
リ
マ
タ
ハ
チ
佐
分
又
八

養
父
宮
左
衛
門

は
佐
分
次
郎
右
衛
門
の
次
予
で
、前
回
利
政
に
仕

へ
、

後
浪
人
し
て
京
都
に
在
っ
た
。
叉
八

ηは
中
川
庄
左

衛
門
の
子
で
、
前
回
光
高
に
仕
へ
二
百
石
を
受
け
、

そ
の
子
七
丞
に
及
ん
で
改
め
て
中
川
氏
を
冒
し
た
。

サ
ヘ
キ
ナ
ホ
ヨ
シ
佐
伯
直

結

初

め
才
木
税
問

と
い
ひ
、
前
旧
重
県
の
御
居
間
坊
主
と
な
り
、
究
保

元
年
間
御
附
御
歩
と
し
て
五
十
依
を
受
け
、
延
平
二

年
新
香
前
に
斡
じ
、
諸
岡
山
十
三
年
新
知
百
石
を
得
て

組
外
に
班
し
、
商
事
を
佐
伯
と
改
め
た
。
子
直
七
は

新
番
と
な
っ
た
が
、
-失
明
元
年
臓
品
を
取
前
け
た
る

惚
丘
し
か
ら
ざ
る
を
以
て
肺
訴
牢
後
殺
筈
せ
ら
れ
た
。

サ
ボ
ウ
リ
ン

砂
防
林

江
泊
・
能
祭
・
石
川
・
河

北
・
羽
咋
紛
の
海
岸
に
は
、
大
砂
丘
腕
挺
と
し
て
辿

り
、
風
成
に
よ
っ
て
削
を
荒
L
家
を
則
占
め
る
如
き
釘

笹
が
多
か
っ
た
か
ら
、
加
盟
滞
・
大
器
寺
務
共
に
之

が
防
止
の
策
を
掠
じ
て
れ
鍛
を
怨
げ
た
。
砂
防
林
の

胞
設
は
、
法
似
三
年
河
出
加
に
行
ひ
た
る
を
初
と
し
、

漸
次
他
に
及
ぼ
し
た
も
の
で
、現
に
江
沼
郡
町
問
屋
・翻

越
・上
木
・篠
原
、
能
奨
州
安
宅
、
石
川
郡
安
阪
、
河

北
郡
大
観
布
、
羽
咋
郡
川
尻
・今
出
・今
出
新
・宿
・萩

谷
等
に
滞
政
時
代
の
植
殺
の
跡
を
見
る
こ
と
を
得

る
。
何
れ
も
釘
却
を
築
き
t

、
そ
の
風
下
に
合
敵
木
・

柳
・
ハ
ヒ
ネ
ザ
等
を
植
ゑ
、
苅
草
を
禁
止
し
て
問
中
松

の
成
長
を
助
け
た
の
で
あ
る
。

圃

サ
プ
リ
ウ
ヂ
佐
分
氏

大
窪
寺
滞
の
重
臣
。
本

姓
佐
分
利
民
。
爺

L
前
回
氏
本
支
共
に
利
字
を
邸
と

す
る
も
の
多
き
を
以
て
、
之
を
避
け
た
の
で
あ
る
。

世
々
儀
兵
衛
と
抑
制
し
た
。
明
治
二
年
八
且
服
平
の
時

四
柑
侯
の
命
に
困
っ
て
佐
分
利
氏
に
復
し
た
。

サ
プ
リ
ジ
ロ
エ
モ
ン
佐
分
次
郎
右
衛
門

前
田

利
家
に
仕
へ
て
三
百
石
を
受
け
、
後
大
山
由
寺
役
に
討

死
し
た
。
子
儀
兵
衛
製
ぎ
、
前
凶
利
明
に
従
う
て
大

型
一
寺
に
赴
き
、
千
石
を
領

L
、
剃隔世
し
て
入
郊
と
践

し
、
質
文
五
年
に
夜

L
た。

ザ
プ
リ
マ
ザ
ヒ
サ
佐
分
政
霞

サ
Z

佐
美
能
芸
部
製
油
郷
に
回
す
る
部
首
問
。

郡山
T
蛾
袋
担
割
削
永
二
年
五
且
二
日
の
僚
に
、『
源
氏
は

篠
原
に
城
郡
を
仰
へ
て
有
け
れ
ど
も
、
大
勢
灯
向
け

れ
ば
堪
ず
し
て
、
佐
見
・由
江
・
成
合
池
打
泌
て
、
安

宅
の
渡
・住
吉
出
に
引
退
く
。』
叉
周
年
六
且
一
目
安

宅
渡
に
て
合
肢
の
伎
に
、『
水
器
・石
黒
・林
・
笛
抽
出
・佐

見
一
門
千
騎
に
て
都
合
す
。
』
と
見
え
る
。
江
沼
芯
輸

に
、
こ
の
村
領
赤
抽
出
に
産
す
る
砂
は
部
赤
色
で
、
壁

の
上
塗
に
用
ひ
る
と
担
L
、
佐
美
の
技
村
に
郡
佐
尖

が
あ
る
。

ザ

ミ

佐

味

鹿
島
郡
斑
行
保
に
印
刷
す
る
部
前
。

建
武
二
年
七
且
十
四
日
沙
粛
成
光
の
説
紋
に
は
、
佐

見
村
と
記

L
、
天
正
十
年
十
且
廿
一
目
前
田
利
家
の

海
門
寺
へ
谷
地
獄
に
は
佐
援
と
し
て
あ
る
。

サ
Z
セ
ン
ジ
マ
三
味
線
島
羽
咋
郡
安
邸
肢
の

海
岸
を
頗
る
五
五

O
米
、
岩
石
海
中
に
突
出
す
る
邸

で
、
潮
退
〈
時
は
歩
行
し
て
到
b
得
る
。
一
に
向
心

と
も
、
叉
帥
同
財
天
の
繭
あ
る
を
以
て
排
矢
島
と
も
い

ひ
、
直
径
凡
そ
四

O
米。

サ
ミ
セ
ン
シ
ミ
ヅ
三
味
線
清
水

江
沼
志
稿
に
、

江
沼
榔
永
井
領
の
西
に
在
る
清
水
で
、
下
枕
川
地
に

拍
削
減
す
る
が
、
そ
の
世
円
三
味
線
を
開
く
脅
に
似
る
般

名
づ
け
る
と
あ
る
。

サ

ミ

ホ

佐
見

保

能

禁
制
に
在
っ
た
。
康
正
二

年
造
内
製
段
銭
随
凶
役
引
付
に
、『
萱
民
文
、
日
野
前

大
納
言
御
領
加
州
佐
見
保
段
銭
』
と
あ
る
。
今
住
尖

村
が
あ
る
。

サ
ム
ラ
ヒ
チ
ョ
ウ
士
帳
加
賀
務
諮
士
の
ケ
門
的

で
、
老
臣
を
初
め
人
持
組
・
府
組
組
・
小
将
組
・
定
番

馬
廻
組
・組
外
の
諸
士
、
射
手
・
異
風
・
偶
者
・
間出向
・

歩
士
・
茶
設
に
至
る
ま
で
の
姓
名
と
敵
前
を
載
せ
て

あ
る
。
府
中
衆
士
帳
・
慶
長
十
年
富
山
士
服
・陵
H
K
十

七
八
九
年
士
銀
・元
利
元
年
乃
奈
七
年
士
帳
・究
永
凶

年
士
幌
・
同
十
六
年
沼
山
大
理
寺
御
人
別
相
・同
十
九

年
小
松
士
幌
・正
保
三
四
年
士
帳
・寛
文
元
年
十
一
年

士
幌
・延
飽
二
年
・
元
総
元
年
六
年
士
帳
・
卒
保
九
年

士
騒
が
存

L
、
近
代
の
も
の
は
固
よ
り
多
い
。

三
四
七

大
理
寺
務
士
。


